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Thymidine phosphorylase (TP) はthymidineをリン酸存在下でthymineと2deoxyribose 1リン酸とに可逆的に分解する酵素で、血管新生因子、PD-ECGF( platelet derived endothelial growth factor) と同一の分子である。ヒトの上皮性腫瘍の大半数でその発現上昇が観察され、悪性腫瘍の血管申請、浸潤、転移に関わる分子である。TPの腫瘍での発現は微小血管数との相関があり、また我々は膵がん、腎がん、大腸がんでは予後不良因子であることを明らかにしてきた。
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